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この肩衣は、 藍 染めした絹糸と和紙でで
あい

きた糸（紙糸）を 緯 糸に織り込んで作られ
よこ

ています。紙糸で織った生地を 紙  布  織 と
し ふ おり

いいますが、絹糸と紙糸を織り込んだも

のは「 絹  紙  布 」と呼びます。紙布織の種類
きぬ し ふ

には、ほかに「諸紙布」「木綿紙布」「紅梅

織」があります。紙布は 楮 などを用いて
こうぞ

作られた和紙が原料になっており、繊維

がしっかりしていて丈夫な上、通気性が

よく涼しかったといわれます。主に武家

の正装用の夏衣として用いられており、

“江戸時代のクール・ビズ・アイテム”とも

いえるでしょう。

＝江戸時代の紙布織肩＝江戸時代の紙布織肩衣衣＝＝

歴史博物歴史博物館館

堂
、
千
体
地
蔵
堂
な
ど
　１０

堂
が
あ
り
、
仏
像
も
数
多

く
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
「
弥
勒
菩
薩
像
」

は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、

県
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
８
月
　
・
　
日
に

１５

１６

行
わ
れ
る
「
み
ろ
く
尊
大

祭
」
で
は
、 大
  献
  膳
  法
  要
 

だ
い
 け
ん
 ぜ
ん
 ほ
う
 よ
う

と
先
祖
を
は
じ
め
亡
く

な
っ
た
人
の
 塔
  婆
 供
養
を

と
う
 
ば

行
い
、
幸
せ
を
願
い
ま
す
。

特
に
　
日
の
夜
祭
り
は
、

１５

大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
「
３

年
お
参
り
す
る
と
亡
く

な
っ
た
人
に
会
え
る
」
と

い
わ
れ
、
こ
の
夜
の
群
集

の
中
に
亡
く
な
っ
た
人
の

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
田
町
上
沼
に
あ
る
弥
勒
寺
は
、
７
世
紀

後
半
に
修
験
道
の
開
祖
で
あ
る
 役
 

え
ん
の

 行
 

ぎ
ょ
う

 者
 が
、

じ
ゃ

天
下
泰
平
と
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
 建
 

こ
ん

 立
 し
た

り
ゅ
う

の
が
始
ま
り
で
、
弘
仁
年
間
（
８
１
０
～
８

２
３
）
に
は
、
弘
法
大
師
が
弥
勒
尊
の
大
法

を
修
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
天
正
年
間
（
１
５
７
３
～
１
５
９
１
）
に
、

戦
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
ま
し
た
が
、
伊
達
家

の
 庇
  護
 を
受
け
て
再
興
。
そ
の
後
、
一
時
衰

ひ
 

ご

退
し
た
も
の
の
寛
永
年
間
（
１
６
２
４
～
１

６
４
３
）、 中
 

ち
ゅ
う

 興
  第
  一
  世
  快
  宥
  和
 

こ
う
 だ
い
 い
っ
 せ
い
 か
い
 ゆ
う
 
わ

 上
 に
よ
っ
て

じ
ょ
う

中
興
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
寺
で
す
。

　
現
在
は
、
本
堂
を
は
じ
め
奥
の
院
、
不
動

所在地：〒９８７－０６０２　中田町上沼字弥勒寺寺山６３番地　
問い合わせ：弥勒寺　緯 ０２２０（３４）６７６３

 弥 
み

 勒 
ろく

 寺 
じ

（中田）

ふふ
るる
ささ
とと

訪訪
ねね
ああ
るる
記記

この肩衣・は
かまなどは、
９月２２日から
博物館で展示
されます

日　時　平成１９年８月２５日（土）午後２時～

　　　　　※開場午後１時

場　所　登米祝祭劇場（大ホール）

入場料　無料（全席自由）※整理券必要

整理券　各総合支所窓口か市民生活部市民課、

　企画部市民活動支援課で、８月１日（水）から

　配布しています（郵便では受け付けしません）。

内　容　住田さんが就職しようとしていた当時、

　男女平等が憲法にうたってあったにも関わらず、

　女性に対する差別がひどく、就職しようとして

　も民間企業や国家公務員の門戸は閉ざされて

　いました。ようやく司法試験に合格しても、「女

　性はいらない」、検事に任官するやいなや「検察

　は男の世界だ。ご主人の出世のために早く辞め

　なさい」などの声ばかり。そんな中で、大阪で二

　人のお子さんを産み育て、仕事を続けてきた

　住田さんの体験を通じて見えてくる、「これから

　の男女共同参画社会」の話をお楽しみください。

　テレビの話題も少しあるそうです。

問い合わせ

　市民生活部市民課

　緯 ０２２０（５８）２１１８　FAX ０２２０（５８）３３４５

輝輝くく未未来来へへスステテッッププアアッッププ

平成１９年度　人権を考える講演会

男女共同参画社会の実現に向けて

日本テレビ系人気番組
「行列のできる法律相談所」

ほかに出演中！

講師　 住 
すみ

 田 　
た

 裕 
ひろ

 子 さん
こ

【プロフィール】兵庫県加古川市出
身、東京大学法学部卒、１９７９年東
京地検検事、１９９６年から弁護士、
内閣府男女共同参画会議議員

//８８
２２ ５５(土(土))

日日


